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結 城 賞
Macrophage scavenger receptor-A-deficient mice are 
resistant against diabetic nephropathy through 
amelioration of microinflammation


















AKO マウスでは糖尿病 wild type マウスと比べてマクロ
ファージの浸潤抑制，アルブミン尿低下，糸球体肥大抑制，
腎組織でのⅣ型コラーゲンや transforming growth factor
（TGF)ﾝβの発現亢進の抑制，酸化ストレスの抑制という




た．さらに，培養細胞を用いた in vitro での解析により，
SRﾝA はマクロファージの細胞外基質への接着
（migration）に関与することが示され，SRﾝA は腎組織へ
のマクロファージの浸潤を誘導している key molecule で
あることが明らかとなった．
Truncations of amphiphysin I by calpain inhibit vesi-
cle endocytosis during neural hyperexcitation


















Virus-mediated oncolysis induces danger signal and 
stimulates cytotoxic T-lymphocyte activity via prote-
asome activator upregulation
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内因性の danger signal として産生された uric acid が樹







Epidermal growth factor receptor mutation status 
and adjuvant chemotherapy with uracil-tegafur for 
adenocarcinoma of the lung










Suicide gene therapy with adenoviral delivery of 
HSV-tK gene for patients with local recurrence of 
prostate cancer after hormonal therapy























Novel protein transduction method by using 11R: an 
effective new drug delivery system for the treatment 
of cerebrovascular diseases







色素タンパク質（EGFP；enhanced green fluorescence pro-
tein）を融合させて，脳血管に対する導入効率を検討した．


















Celsior preserved cardiac mechanoenergetics better 
than popular solutions in canine hearts










　Emax は STH 群，UWS 群で有意に低下，Celsior 群で
は正常心と差はなし．VO2ﾝPVA 関係の直線の傾き，切片








Anti-high mobility group box 1 monoclonal antibody 
ameliorates brain infarction induced by transient 
ischemia in rats






























Adult neural stem and progenitor cells modified to 
secrete GDNF can protect､ migrate and integrate 
after intracerebral transplantation in rats with 
transient forebrain ischemia
神経病態外科学 亀 田 雅 博
　神経幹細胞は，自己複製能，多分化能をもち脳室下帯や
海馬の歯状回に存在するとされている．すでに in vivo で
は，脳虚血，脊髄損傷，パーキンソン病などの神経疾患に




る．一方で GDNF は，dopaminergic neuron や虚血脳への
神経保護効果が報告されている．今回我々は，将来的な自
己移植の実現を目指し，その前段階として GDNF の遺伝























vascular endothelial cell proliferation and migration




既に，DCP が autocrine 機構により肝細胞癌の細胞増殖を
刺激することで，腫瘍の進展に寄与することを報告してい
る．一方，肝細胞癌は，極めて強い血管新生を引き起こす
特徴を持っているが，本研究では，DCP の paracrine 機構
による血管新生亢進作用に関して検討を行った．
　ヒト臍帯静脈内皮細胞（HUVEC）を用いた検討におい





を介する autocrine 機構に加えて paracrine 機構による血
管新生亢進作用が肝細胞癌進展に寄与している可能性が高
いことが示唆された．
Adenovirus-mediated REIC/Dkk-3 gene transfer 
inhibits tumor growth and metastasis in an ortho-
topic prostate cancer model
泌尿器病態学 枝 村 康 平








































































































消化器・肝臓内科学 山 本 和 秀
　肝細胞癌は我が国の癌死亡原因として男性３位，女性４
位と高頻度であり，癌死亡を抑制する点から重要な疾患の
一つである．肝細胞癌の原因として，肝炎ウイルスが関与
するものが約90%を占め，そのうちＣ型肝炎ウイルス
（HCV）によるものが約75%，Ｂ型肝炎ウイルス(HBV)に
よるものが約15%である．
　肝細胞癌に対する治療法の選択に関して，肝障害度，腫
瘍個数，腫瘍径などを参考に，治療アルゴリズムが提唱さ
れている．内科的治療として，肝障害度Ａ/Ｂ，腫瘍個数３
個以内，腫瘍径３㎝の場合は，局所療法（主にラジオ波焼
灼療法，RFA）が選択される．RFA は以前のエタノール
注入療法に比べ局所制御能が良好であり，当科における 
RFA の治療成績では５年生存率が約70%で手術療法とほ
ぼ同等の生存率が得られている．局所の再発率は５年で約
10%である．
　個数が多い場合や腫瘍径が大きい場合は，肝動脈塞栓術
（TACE）が選択される．TACE では腫瘍の残存があり，
一定期間での繰り返し治療が必要である．しかし，門脈腫
瘍栓や動静脈シャントを伴った例では TACE は禁忌であ
る．進行癌ではリザーバーからの抗癌剤の持続動注や全身
投与が選択される．５ﾝFUとシスプラチンまたは５ﾝFU と
インターフェロンの有効性が報告されている．肝予備能の
低下した症例では肝移植が検討される．最近，分子標的薬
の進行肝細胞癌に対する効果が報告され，その有効性が期
待されている．
　肝細胞癌治療において再発が最大の問題で，治療後３年
までの累積再発率は60%に達する．再発には転移再発と多
中心性発癌による再発がある．転移再発は初期治療で根治
をめざす工夫が必要である．一方，多中心性発癌は背景に
あるＣ型肝炎に対するコントロールが重要で，インターフ
ェロンなどを含めた治療が考慮されている．

